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Nature × Human
新潟市秋葉区。

ここは自然と人が奏でる調和の舞台。

季節ごとに細やかに表情を変えていく里山。自然と共に生きてきた秋葉の原風景。

古墳や古い建造物の数々。時を超えて語り継がれていく秋葉の歴史。

地元で採れる新鮮な食材、伝統の味を守る料理。家族と囲む秋葉の食。

彩りを変えながら、一年を通して人々の心を癒してくれる秋葉の花。

大地を潤し、生命の源となる水。私たちを育みながら悠々と流れる秋葉の川。

この地を支えた先人たちの思いが刻まれたレールを走る。今日も人々をつなぎ行き交う鉄道の街、秋葉。

里山・歴史・食・花・川・鉄道。六つの魅力が織り成す新潟市秋葉区の暮らし。

街も自然も、ちょうどいい。

ここがあなたの心のふるさとになる。

四季彩の街　ふなと
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里 山
秋葉区の緑といえば、秋葉公園が広がるにいつ丘陵地

です。赤松や小楢、杉の森林に覆われ、秋葉湖や白玉

の滝、清水が点在しています。眺望を楽しめる丘陵地に

は、展望台やアスレチック、運動広場、キャンプ場などが

整備され、遊歩道もあるため、広範囲を自由に散策でき

ます。森林浴や植物、野鳥観察にも最適で、四季折々

の美しい自然は多くの人々に親しまれています。

古津八幡山遺跡の丘に立つと、縄文時代の人 と々同じ

景色を共有し、過去と今が繋がっていることを感じます。

新津は石油の里としても知られ、菩提寺山に残る採油

装置が人々の労働の歴史を物語っています。また、秋葉

区では毎年「にいつ夏まつり」が開催され、地域の伝統

と活気を感じることができます。過去の命の記憶が、今

の私たちの暮らしに静かに流れているのです。

歴 史



秋葉区の農業は、米を中心に、野菜や果樹、花卉・花

木の園芸が盛んです。また、地元で取れた食材を使った

直売所や飲食店が点在し、新鮮な地元の味を堪能でき

ます。特に、季節ごとの食材を使用した料理が豊富で、

訪れるたびに新たな食の発見があります。地元特産品

の加工品や土産物も人気があり、地域の魅力をさらに

感じられるでしょう。

秋葉区は全国でも有数の花卉・花木の園芸生産地で、

サツキやボケ、アザレア、寒梅など、鮮やかな花々が街を

彩っています。また、国道403号沿いは「フラワーロード」

として広く知られ、春には菜の花、夏には向日葵、秋には

コスモスなど、四季を通じてさまざまな花が咲き誇り、

車窓からの眺めも美しく、ドライバーや観光客の目を楽し

ませてくれます。
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秋葉区には6本の川が流れています。信濃川や阿賀野川、

小阿賀野川はその二つを繋ぎ、能代川が合流します。

街の中心を流れる新津川は、かつて能代川と呼ばれて

いました。そして、阿賀野川へ注ぎ込む早出川。この地

域を潤すこれらの川がもたらす豊かな自然環境は、地域

の農業にも大きく寄与し、地元の生活を支える重要な役

割を果たし続けています。

秋葉区には7つの駅と総合車両製作所新津事業所、

新津鉄道資料館があり、「鉄道のまち」として知られてい

ます。新津駅から出発する信越本線、羽越本線、磐越

西線は、どの路線もアクセスが良好で、個性豊かな場所

へと私たちを運んでくれます。鉄道は旅だけでなく、日常

の移動でも新たな風景や出会いを提供し、このまちに汽

笛の音は今も響いています。
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街も自然も、
ちょうどいい。
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